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DDS
ダブルドーナツ・スパー型浮体式風力発電システム

■事業の目的・目標
・各種浮体形式の長所を取り入れ短所を克服した構造
・調達が容易なコンクリートを主要材料
・国内で生産・供給が可能で国内産業の活性化に寄与

将来を見据え、日本の優れたコンクリート
工学の知見と製造技術を結集し，新コンク
リート浮体システムの完成に向けて挑戦！

DDS（ダブルドーナツ・スパー）型浮体式風力発電システムの研究開発
団体名：株式会社熊谷組、国立大学法人佐賀大学、国立大学法人横浜国立大学、株式会社長大

DDS浮体は、浮体本体にあたるコンクリート製の上部タンク，上部タンクから合成繊維製テンドンで懸架した
下部タンク，上部タンク上に設置されるタワーベースとなる鋼製トライポッドと風車で構成される。

EEZ を含む水深が深い我が国の周辺海域での早期の実用化を目指して，海外で先行する基本技術を参考にし，国
内に適したダブルドーナツ・スパー型浮体式風力発電システムの開発とフィジビリティースタディーを行う。

・水槽実験を実施し、動揺特性の確認
・想定海域条件下での技術的成立性の確認
・施工計画・想定コストの算出
・経済合理性を含めFSの完了

・6MW実証機の最適化設計
・施工ステップのシミュレーション、最適化
・接合部などの疲労耐久性照査
・洋上作業の安定性、制御手法の確認
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概 要

下部タンクを上部タンク内に入れる
ことで、喫水が浅くなり、躯体～
風車組立まで岸壁可能。

成 果

今後の取組・課題

施工イメージDDS基本構造と特徴

・実証機の施工方法・エリアの確認済。
・15MW量産機の施工方法、工期、経済性
の確認を実施し、既存浮体式洋上風力と比
較しkW単価における競争力の確認ができた。
・詳細を確認するために模型実験の継続。

事業見通し

次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究／洋上風力発電等技術研究開発／次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究（浮体式洋上風力発電の
導入促進に資する次世代技術の開発）

上部タンクと下
部タンクの重
量バランスによ
るスパー構造  
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②トライポッド
搭載③台船へ
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⑥風車搭載
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⑨下部タンク
下降
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